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業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 

 
本日開示いたしました「特別損失の計上に関するお知らせ」・「特別利益の計上ならびに繰延税金資産の

取崩しに関するお知らせ」及び最近の業績動向等を踏まえ、平成 23 年７月７日に公表した平成 24 年３月

期（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日）の業績予想および配当予想を下記の通り修正いたしました

ので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１. 業績予想の修正 

（１）連結業績予想数値の修正（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日）   

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ） 

 

百万円

19,900

百万円

1,450

百万円

1,900

百万円 

1,150 

円 銭

44.02

今回修正予想（Ｂ） 20,300 1,700 2,250 550 21.05

増 減 額（Ｂ－Ａ） 400 250 350 △600 － 

増 減 率 （％） 2.0％ 17.2％ 18.4％ △52.2％ － 

(ご参考)前期実績 

(平成 23 年３月期) 
18,072 1,547 1,961 1,468 56.22

 

（２）個別業績予想数値の修正（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日）   

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ） 

 

百万円

8,400

百万円

280

百万円

730

百万円 

650 

円 銭

24.88

今回修正予想（Ｂ） 9,100 500 950 △100 △3.83

増 減 額（Ｂ－Ａ） 700 220 220 △750 － 

増 減 率 （％） 8.3％ 78.6％ 30.1％ △115.4％ － 

(ご参考)前期実績 

(平成 23 年３月期) 
7,634 286 609 592 22.67

 

（３）修正の理由 

売上高は、当社ならびに当社グループの主要事業である鍛造事業が、主要顧客である自動車産業の

東日本大震災後の持ち直しにより、当初の受注見込みを上回る見通しであり、また、建設機械産業は

中国市場での調整が見られるものの全般的には堅調に推移していることより、平成 23 年７月７日に公

表しました売上高を修正いたします。タイの主要子会社サイアム・メタル・テクノロジー社の洪水の

影響は、通期では軽微であり、本日開示の予想に折り込み済です。 

営業利益・経常利益は、売上高が当初予想を上回ったこと・原価低減等を積極的に推し進めたこと

などにより、予想を上回る見通しです。当期純利益は、本日開示しました「特別損失の計上に関する

お知らせ」・「特別利益の計上ならびに繰延税金資産の取崩しに関するお知らせ」に記載しましたと



おり、平成 24 年３月期決算に、貸倒引当金を計上すること等から、平成 23 年 7 月 7 日に公表しまし

た予想を下回る見込みです。 

 

２. 配当予想の修正 

（１） 修正の内容 

 １株当たり配当金 

基 準 日 第２四半期末 期末 年間 

前 回 予 想 

(平成 23 年５月 13 日) 
０円００銭 未 定 未 定 

今回修正予想 ― １０円００銭 １０円００銭 

当 期 実 績 ０円００銭 ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 23 年３月期） 
０円００銭 １０円００銭 １０円００銭 

 

（２） 修正の理由 

当社は、現在の株主の皆様への配当を充実するとともに、収益力ならびに内部留保の状況等を勘案

し、安定的かつ継続的に行うことを基本とし、配当政策として業績連動の観点も加え、連結配当性向

３０％を目指しております。 

平成24年３月31日を基準日とする剰余金の配当につきましては、業績予想状況また当社の配当方針

等を総合的に勘案し、１株につき１０円（年間１０円）とさせていただく方針といたしました。 

 

(注)上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績は今後様々な要因によっ

て異なる結果となる可能性がございます。 

 

以上 

 


